
がん患者や、その家族のために支援情報を提供するイベント

ジャパンキャンサー サバイバーズデイ
、JAPAN CANCER SURVIVORS DAY 2023 

つながり支え合う

6月 4 日 0
11 :00-15:00 (10:30開場）

国立がん研究センター

築地キャンバス研究棟
〒104-0045東京都中央区築地5丁目1-1

がん患者や、そのご家族が必要な支援へたどり

着けるように、日本各地で支援を誠実に行ってい

る社会的に重要な役割を果たす患者会や支援団

体を広くご紹介し、情報を提供するイベントです。

講演やト ークセッションを行い、約30の支援

団体・企業がブー スを出展します。6年目とな

る今年は会場とオンラインのハイブリッド開催

です。

匹回
． 

定 員 会場500名 オンライン200名
＇ 

概l 対 象 となたでもご参加いただけます

要． 公益財団法人日本対がん協会
主 催 がんサバイバー・クラブ

入退出自由 ご自身の体調に合わせてください

＾ 各交通機関からのアクセス
コ

場 ■都営地下鉄 大江戸線 築地市場駅 Al出口徒歩3分
A3出口徒歩3分

■東京メトロ 日比谷線 築地駅2番出口徒歩5 分
■東京メトロ 日比谷線・都営地下鉄 浅草線

東銀座駅6番出口徒歩6分
■東京メトロ 有楽町線 新富町駅4番出口徒歩9分

I 首都高速都心環状線 I 
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ジャバンキャンサーサバイバーズテ
‘

ィロ五璽匹心支え合う 6月 4 日 0

醤羅輩 プログラム |出展ブース 約30の患者会・支援団体・企業のブースを出展

D:30 

11:00 ＇開会挨拶

がん患者が直面する問題、悩みを
解消すべく、さまざまな活動を行っ
ている団体が一 堂に会します。全
てのブ ー スを回るとプレゼントが
あります！

・『テ.

I（虞：：闊轟生
=1講演〇支えられる勇気、 がん患者の周囲には、情緒的 ・ 手段的 ・ 情報的ソ ー シャルサポ ー トと

支える心がまえ
いう3種類の「支え・支えられる関係性」があります。家庭内でも、支

1 し、も

えられてもいい患者にその勇気がないと 「 申し訳ない」という罪悪感
がん患者にとっての3種類の になり、支える心がまえがない家族は、 「何をしてあげたらいいの？」
ソーシャルサポー ト と訊けないばかりに、沈黙してしまうようです。この関係性は生活す

口
畠塁サイコオンコロジー ・クリニック ベてに大切なことであるが、がん患者の周囲を改めてこの関係性で

師保坂隆先生 見つめ直してみましょう。

11:3s I 
— l講演0 地域にあった 市民病院の11年間にNPO法人いきいき和歌山がんサポ ー トを設

立、ピアサポ ーター を育成し、病院スタッフと在宅スタッフのがん在

12:os 

一
13:00 

― 

13:40 

一

I がん治療•寄り添い 宅診療の合同勉強会を行った。今で言うACPの開始であった。その
後、北里大学、神戸大学、和歌山医大で実践してきたが、病院によっ
て出来ることが異なった。国の施策やピアサポ ーターの成熟ととも
に患者自身が希望する療養を受けられる素地は出来て来たが、地
域差、病院格差があり、現在も医療者としてNPO理事長としてまだ
やらなければならないことが多いと感じている。

I のありかた

日悶踪塁竺翡大学

師谷野裕ー先生

ランチ休憩
各ブー スに是非お立ち寄りください。大ホ ール内は飲食厳禁です。
病院内のレストランやカフェ、総合受付横の休憩スペ ー スをご利用ください。

アドポケ ート活動助成の実行団体より活動報告
①がんと運動と就労 ®リンパ浮腫と就労

（一般社団法人がんと働く応援団／ReViv／ゆる2 トレ実行委員会） （リンパ浮腫ネットワー クジャパン（リンネット））
②地域のがんママを支える

（がんを経験した女性のコミュニティ Colorful Ribbons)

講演〇＋トー クセッション
テーマ： 「お互いさま」の関係を考える

諏演①支え‘‘る／られる” を変えていく

口盆孟雰温霜編芦字；チーム
師谷島雄一郎氏

④AVA世代に寄り添う
(AVA GENERATION+group)

モデレーター ：日本対がん協会 北見知美

講演②依存と自立、ふたつの支え

がんを生きる緩和ケア医日 (JAあいち海南病院）

師大橋洋平氏

14:40 I ．閉会挨拶
一l

Iロヒー ロ両面荘ぅ面改卜表設置します＿ー 一 ― _ | 
日本対がん協会常務理事

I石田 一郎

15;30 I閉場ブースエリアもクロ ーズ
I 

あなたの大切な人、医療従事者、あのとき支えてくれたあの人など
へ、いま改めて伝えたい感謝のことばを是非「ありがとうポスト」へ
投函ください。いただいた感謝のことばは、後日がんサバイバー ・
クラブのWEBサイトにて皆さんと共有させていただきます。

． 

一 公益財団法人日本対がん協会

｀五悶人がん協会
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o ° 希望と共に生きるヽ
住所：〒104-0045 東京都中央区築地5-3-3築地浜離宮ピル7階
電話：03-3541-4771 Fax: 03-3541-4783 

し；
し

ー、＇ がんサバイバー・クラブ
http,://www.gsclub.jp 


